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令和６年度 公共施設の未来を考えるワークショップ 第 5 回 記録【⿇⽣区】 
概要 
⽇時 令和６年 11 ⽉ 4 ⽇（⽉・祝）14:00-17:00 
場所 ⿇⽣区役所 4 階 第１会議室 
参加者数 27 名 
検討エリア 新百合ヶ丘駅北エリア 

新百合ヶ丘駅南エリア 
柿⽣駅エリア 
⽩⼭エリア 
王禅寺東・虹ケ丘エリア 
岡上エリア 
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第⼀部 第３回・第４回の成果の共有 

【新百合ヶ丘駅北エリア】 

参加していないエリアの成果を共有し、感想を出し合おう 

エリアの将来像への感想 

○昔に⽐べると便利になったから贅沢な悩みだと思う 
・既に⾊々と⾏われているため、贅沢な悩みだと思う 

・特に不便を感じていない 

・万福寺４丁⽬、５丁⽬エリアは舗装されてからは改善した印象 

○バスやタクシーなどの公共アクセスが不⾜していて、周辺から⾏きにくい 
・タクシーやバスなどの公共のアクセスが不⾜している 

○地形的にウォーカブルなまちにするのは難しいと思う 
・ウォーカブルなまちにするのは地形的に難しい。エレベーター、エスカレーターが使いにくい 

「起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズ」についての感想 

○イベントが多くなって北側に⾏く⽤事があると良い 
・区役所⼊り⼝あたりでイベントを⾏っていると良い 

・北側は⽤事がないと来ない 

・区⺠祭や七草粥はあるが、他には⽬⽟がない 

○北側エリアに飲⾷店が増えてほしい 
・飲⾷店が増えると良い 

○駐⾞場不⾜なので連携して利⽤しやすくしてほしい 
・駐⾞場が不⾜しているため道路渋滞が起こる 

・アートセンターに駐⾞場がないため、共通駐⾞場があると良い 

・区役所の駐⾞場を開放してほしい 

○⾃習室が増えると良いので図書館以外にも作ってほしい 
・予約制、先着順のため図書館の閲覧席が使いにくい 

○⾳⼤と連携してコンサートや教室が開かれると良い 
・⾳⼤との連携があると良い 

・コンサート教室 
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○市⺠館の利⽤者は多いが、予約の取り⽅が難しい 
・利⽤者が多いため予約の取り⽅が難しい 

○貸出不可の本も借りられるようにして欲しい 
・貸出不可の本を貸出可にしてほしい、調べものに不便を感じている 

○公共施設の横の連携があると利⽤しやすくなると思う 
・施設同⼠の連携が必要 

○区役所内のレストランが外から⼊りやすいお店だと良い 
・⿇⽣ブランドの⾷事が⾒えるところにレストランがあると良い 

・レストランあさおが無くなって残念 

○線路沿いの新百合丘 21 ホールで魅⼒的な企画が⾏われて欲しい 
・新百合ヶ丘 21 で魅⼒的な企画がない 

○若い世代は区役所などに⾏く⽤事がないので、若者が関⼼を持つ企画があるといい 
・若い世代は来る⽤事がない 

○以前より改善されたが、駅前ロータリーが狭い 
・数年前に改善はされたが、駅前ロータリーが狭い 

 

【新百合ヶ丘駅南エリア】 

参加していないエリアの成果を共有し、感想を出し合おう 

エリアの将来像への感想 

○ ⿇⽣区にとっても沿線にとっても中⼼地・⼤事なエリアなのでまち全体のルールや計画をし
っかりしたほうが良い 
・地下鉄も通るので更に⼈も増えるだろう。ルールを今のうちに決めておくべき 

・⽥園調布のような計画がなさそう。今、都市計画をしっかり⾏う必要を感じる 

○世代交代を意識して若い⼈のニーズを拾い、変わっていくと良い 
・世代交代を意識して若い⼈のニーズを拾い、変わっていくと良い 

○このエリアに住む若者が遊べる場所や気軽に過ごせる居酒屋がもっと増えると良い 
・若者からすると遊びにくいまちという印象。町⽥に⾏ってしまう。学⽣が利⽤しやすい料⾦やカラオケな

ども増えると良い 

・ライバル都市との差別化が必要 

・今は、ファミリー層向けのサービスやお店が多い 
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・もともとは飲み屋があったが、再開発でキレイになった 

「起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズ」についての感想 

○⾳楽のまちとして、近くにある昭和⾳楽⼤学とコラボレーションや連携して、⼦連れでも参加
できるイベントがあると良い 
・無料コンサートが昔はあったが、今は有料になった 

・無料かワンコインのコンサートがあると良い 

・⾳楽を使って地域との繋がりを広げる 

・“⾳楽のまち”を感じられるように、⼤学へもアプローチできると良い 

・イベントは演奏に限らなくて良い 

○このエリアにスポーツセンターがある意味を考えて戦略的にコンテンツを考えると良い 
・⺠間のスポーツジムが近くにある中で、区としてこのエリアで取り組む意味を考えるべき 

・スポーツセンターに駐⾞場も⾜りないので、必要だと思う 

・近くの⼩学校のこどもに向けた取組などはどうか 

○若い⼈が魅⼒を感じられる設備やサービスの充実 
・安く筋トレできるので若い⼈は使いやすいが、だんだんとタイムパフォーマンスを考えて使わなくなった 

・若い⼈に使ってもらいたければ、設備サービスも⺠間企業のものを参考に充実させる必要がある 

○スポーツセンターの利⽤予約がもっと便利になると良い 
・柿⽣から遠いので⾞か電⾞で⾏っていたことがある 

・チアを習いに⾏っていたが、３ヶ⽉ごとの募集で往復での募集だったため、もっと簡単に申し込みができ
ると良かった 

・メールやネットで予約できるようにならないと再度利⽤する気にならない 

・仕事帰りに使えることも重要 

・きれいで使いやすいが申込みが⼤変な印象 

○⾬の⽇も遊べるように、⾏きやすいようにアクセス性も必要 
・チルドレンミュージアムと書いてあるが、確かに、周りにレストラン、野球場がある美しが丘公園のロケ
ットハウスのようなものがあると良いのではと思った 

・道ももう少し広くなると良い 

・⾞を使うので駐⾞場や周遊バスがあると⾏きやすい 

○スポーツセンターはもっとアプローチを積極的に 
・今は⼥性が多くて⼊りにくいため、おじいさんなどの男性が参加しやすくなると良い 

・PRチラシを回覧板に挟むと良いのでは 

・LINEなどを使⽤して紙と SNSの両⽅で発信を 
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○イオンなどの普段⾏く場所にデジタルサイネージで配信を 
・公共施設に関する情報は、住⺠が普段よく⾏く場所にあると良いのではないか 

・イオンなどの普段⾏く場所にデジタルサイネージで配信を 

【柿⽣駅エリア】 

エリアの将来像への感想 

○レトロ感を⼤切にしたまちづくり 
・着眼点が⾯⽩い 

○駅前がさみしいため再開発できると良い 
・柿⽣には、買い物や⾷事に⾏かない 

・踏切を渡るのが嫌、不便 

・現在のメイン店舗はマルエツだが、出店数は減っている 

・昭和 30年代には、たくさんの店があった（本屋、おもちゃ屋、時計屋など） 

・駐⾞駐輪スペースも柿⽣はわかりにくく、新百合ヶ丘の⽅が分かりやすい 

○桜並⽊を地域資源に 
・新百合ヶ丘〜柿⽣までつながる桜並⽊沿の遊歩道があれば、⼈がくる 

・下⽔処理場には駐⾞場があるので、活⽤できるといい 

○道路の開発が必要 
・開発されたがまだ狭い 

○下⽔処理場のプレハブの活⽤ 
・台⾵で⽔没したものを市⺠ミュージアムが復旧作業をしている 

○さまざまなイベントが⾏われ賑わっているが、地元で知らない⼈も多い 
・区⺠運動会 

・納涼祭 

・禅寺丸柿まつりには特産の柿を買いに来る。キャラクター「かきまるくん」も⽣まれた 

・農業まつり 

・お不動様（だるま市） 

→とても⼤勢の⼈で賑わう。ボランティアを SNSで募集し、若い⼈がたくさん集まる 

→⼀⽅で、地元に住んでいても全然知らないという⼈もいた 

○農業体験ができる場所もある 
・⿊川（柿⽣駅近く）の JA 販売所では、農産物を販売している 
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・⿇⽣（新百合ヶ丘近く）にはレンタル畑もある。元⽥んぼで、今はいちご畑、ひまわりを植えている 

「起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズ」についての感想 

○交通⼿段が必要 
・この地域は⼭が中央にあり、越えていかないといけない。施設へ⾏ったり、巡ったりするにはアクセスに
ついて検討が必要 

・⽚平エリアではジャンボタクシー（バン）の実験をしている 

・柿⽣内にはローソンの移動販売もある 

○多世代交流も⾏われている 
・拠点に限らず、⼩規模な⺠間施設ではたくさん催しを⾏なっている。こども⾷堂も⽉２回くらいはやって

いる 

 

【⽩⼭エリア】 

参加していないエリアの成果を共有し、感想を出し合おう 

エリアの将来像への感想 

○地域にあるみどりを明るく⼊りやすい場所にする 
・地域のみどりをもっと⽣かして、明るい雰囲気の場所にする 

○映画⼤学の学⽣が地域とつながる 
・映画⼤学の学⽣がイベントしてもらえると活動が広がるのではないか。地域につながってほしい 

・地域のみどりのある空間で映画を撮ったり、地域がテーマの作品をとてもらえると良い 

○シニアが移動しやすい⼿段（バス）が必要 
・シニアが外に出るには移動⼿段であるバスもセットにしないといけない 

「起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズ」についての感想 

○⼩・中学校も含めて全体で公共施設を考える 
・⼩中学校を含めて公共施設を考えられると良い 

○施設の名前を変えてもっと利⽤しやすくする 
・施設の名前を変えるのはとても良い。利⽤しやすいと思う 

・施設の名前を⼯夫して⼊りやすくしてほしい 

○⽩⼭中学校跡地でイベントを⾏なって、まちに活気を出す 
・グラウンドを屋外、体育館を屋内としてイベントを⾏い、まちが明るく活気が出るように 
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・パブリックビューイングで、フロンターレやミュージカル、地域の映画などを写してイベントスタジオの
ように使う 

・夏祭りを⾏なって、若い⼈を呼ぶ 

○⾼齢化しているので⾼齢者が使いやすい施設にする 
・⾼齢者が使いやすい施設に 

○⺠間で運営したりして、誰でも使える⾏きたいと思える場所にする 
・誰でも使える場所にして⺠間で運営してはどうか 

・経済産業省の DX事業のように、川崎市でも⺠間に運営を任せてはどうか 

・⽩⼭に⾏きたいと思えるような場所になってほしい 

・越⾕レイクタウンにはフリースペースがあった。電源もあり 1⽇過ごせる場所になっている 

・新百合ヶ丘 21ホールの休憩スペースで⼦どもが勉強している。⽩⼭でも公共施設を開放してはどうか 

・誰でも使えたとしても、勉強したいこどもと遊びたいこどもは分けた⽅が良い 

・まとまった⼤きな建物の⽅が施設として⾏きやすい 

・コーヒーや⾖を売っているお店が近くにあるので、飲んで休める場所があると良い 

 

【王禅寺東・虹ケ丘エリア】 

参加していないエリアの成果を共有し、感想を出し合おう 

エリアの将来像への感想 

 ○交通の便の向上がまちをより良くする鍵となる 
・アップダウンが激しい地形 

・働く世代が使いにくいバス 

 →夜 9時ごろから便が減少 

 →チョイソコかわさき（デマンド交通）は全く使えなかった 

・公園の駐⾞場待ちの列 

・若い⼈は駅からの交通が悪いと引っ越して来ない 

・若い世代がいないとこどもも来ない 

→⼩さくて良いので便数の多い周遊バスを 

○琴平神社の参拝の⼈がまちをめぐってもらえるように 
・このエリアのイメージはなかったが、琴平神社は利⽤する 

・今は参拝のあと他のまちに⾏ってしまう琴平神社の利⽤者がまちを周遊したくなるように 
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○地域が違うと課題も違って興味深い 
・前回、前々回のエリアとは違う課題が⾒えて興味深かった 

○公園の活⽤や改善はまちを良くする 
・もう少し活⽤の幅を広げられるようにすると多世代がもっと交流できる 

→ちょっと寄れるカフェ 

→何にでも使いやすい広場 

→駐⾞しやすい駐⾞場、シェアカー、シニアカー、駐⾞エリア 

→マップを商業施設でも 

「起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズ」についての感想 

○施設名称変更で利⽤しやすい施設に 
・⾼齢になっても「⽼⼈」と⾔われると⾃分には関係ないと思ってしまう 

・「こども」とされると⼦育て中しか使えない 

・働く世代も使いやすい名称に 

○コミュニケーションが⽣まれるデザインも重要 
・キッチンで多世代のコミュニケーションを狙うなら家庭科室型ではなくオープンキッチンやカフェ⾵の

場に 

・まちなかのちょっと休憩できる場所は過ごしやすいデザインに 

・おしゃれなお店が増えると良い 

 

【岡上エリア】 

参加していないエリアの成果を共有し、感想を出し合おう 

エリアの将来像への感想 

○いつまでもこのまま、みどりや⾥⼭を⼤切に。都会で働く⼈の⼼の癒しの地域に 
・昔からとてもみどりの多い地域だと思っていたが、何⼗年経ってもみどりや農が豊かなのに驚いた 
ずっと⾥⼭を⼤切にしていってほしい 

・都会で忙しく働く⼈の⼼の癒しになれる場所、⼤切に 

○農地の利⽤（後継者がいない場合もある）を考えていこう 
・学校教育の⼀環としてや、市⺠農園としての農地の利⽤を進めていくとよい 

・農業の後継者がいない場合もあるので、みんなで共有できるような農地の使い⽅を考えていこう 

「起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズ」についての感想 
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○岡上分館で農やみどりについて地域で話し合う場や PRをしていくのは良い 
・岡⼭分館は農や岡上に特化して農業について⾊々発信したり話し合ったりしていってほしい 

・もっと PRしていったら良い 

○⾥⼭保全に地域の⼈材を増やし、育てることが必要 
・⾥⼭保全にも⼈⼿が必要なので、⼤学頼りにならずに地域の⼈材を増やしたりすることも必要ではないか 

○ウォーキングマップで地域の情報を発信していくと良い 
・ウォーキングマップで地域の素敵なルートを発信していったら良い 

・かじのや納⾖や無形⽂化財の場所、景⾊の良い場所などの PRを積極的に 

○岡上の良さや名物を紹介するような動画を作る 
・岡上の名物（いちご、ワイン、景⾊）を紹介するような動画があると良い 
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第⼆部 トークセッション 

ホワイトボード記録 
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アイスブレイク 

○これまでのワークショップを振り返って、今の感想 
・もっと若い⼈も参加できると良いと思った 

・この機会に前向きに参加した 

・第１回⽬にゲームがあったが、楽しみながら参加できると若い⼈も興味を持って参加するのではないか 

○これまでのワークショップでやったこと（カワタン、ペルソナ設定など含め）の感想 
・第２回⽬にペルソナカードを使ったが、⾃分の現状ではない⼈のことを考えることができた⼀⽅で、その
ペルソナになりきれない⾯もあった 

・⺠間と公共の違いを感じた。使われていない施設がこんなにあるのかと思った。限りある施設をもっと有
効に使うべきだと感じた 

トーク 1 公共施設を取り巻く現状を踏まえ、気づいたこと・感じたこと 

○⾼齢化・⼈⼝減少を⾝の周りで感じることはありますか？ 
・感じない側の意⾒）周りに⾼齢者がいない 

・感じる側の意⾒）デイサービスの⾞をたくさん⾒かけるようになった 

・スーパーに動くのがしんどそうな⾼齢者が⼤勢いる 

・岡上で畑をやっている⾼齢者は元気 

・区役所の近くに住んでいるが、若い時はそうでもなかったが最近坂がしんどく感じられるようになった 

○公共施設の⽼朽化や、あまり活⽤されていないなと感じることはありますか？ 
・⽼⼈いこいの家やこども⽂化センター、市⺠館分館は利⽤者が多い印象 

・公共施設の名称は利⽤者が限定されているイメージがある 

・公共施設は不便な所にあることが多いので、交通⼿段も⼀緒に整備しないと利⽤が増えないのでは無いか 

・（これを機会に公共施設を⾒に⾏ったところ）王禅寺こども⽂化センターは学校が近いので、⼦ども達の
声が聞こえ、場所が良いと感じた 

・(学校などの教育施設の⼤⼈が利⽤することについて）地元の⼩学校の施設開放委員会にて団体から「予
約したいけど取れない」と⾔われることが多い 

 →体育館はほとんど空いていないので活⽤されている 

・岡上こども⽂化センターもいっぱいなので、町内会の公会堂を貸して欲しいという相談もある 

・王禅寺東の王禅寺こども⽂化センターは使われていない 

 →学校の近くではない施設は、知られていないようなのでもっと PRする⽅が良い 

 →⾷のイベントなど PR⼒がある企画が必要 

・虹ヶ丘⼩学校は⼩学校の隣にわくわくプラザなど⼩学校の隣接の施設は、⼦どもも⾼齢者も使う 

 →⼦どもと⾼齢者のふれあいや、⼀緒に出来る⾏事も様々企画されている 

○ワークショップに参加して、公共施設や地域の⾒⽅は変化しましたか？ 
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・公共施設が意識になく、知っても結局、⾃分のやりたいことがどこで出来るのかが分からない 

 →専⾨的なコトに興味があるとなかなか、公共施設だと難しいのかも知れないと思った 

・同じ⿇⽣区でも前回のグループでは接点が無く、若い⼈もここに来て地元の⽅からいろんな話を聞いて知
らないことがいっぱいあることを知った 

・私の年代では、⼦育ては終わっており、⽼⼈会では少し上の世代であり⼊りづらい 

 →サークル的な活動で、多世代にわたる活動があるとよいと思った 

・参加して変わった点、公共施設も役割が終わったんだな、売っても良いのでは無いかという視点があると
知った。地域の⼈が使わなくなったら、売ってしまってそのお⾦を他のサービス充実に活かす⽅法もある
と知れた 

・ワークショップで知った、いつも素通りしていた⾼齢者の会館は、まだ常連さん向けのイメージなので、
⼊れてはいないが、掲⽰板を散歩がてら⾒るようになった 

 →駅からも近いのでエントランスが⼊りやすくなると良くなると思っている 

・⺠間が指定管理を受けている武雄市の図書館に⾏ってきた。図書館の中にカフェがあったりデザインが⼯
夫されたりしていた 

 →地⽅には地⽅なりに公共施設のありかたが⾒直されている。⿇⽣区も若い⼈が集いやすいデザインに
すると良い 

■トーク 2 公共施設の今後を考える中で、気づいたこと・感じたこと 

○これまで出したアイデアの中で印象に残ったものや思い⼊れのあるものを教えてください 

○本⽇の第⼀部の成果をみて、使い⽅・ニーズについての感想で印象に残ったもの・共感したも
のは？ 
・図書館で⽔を飲みたければ、給⽔器があったが今は⾃動販売機。⽔を飲むのにお⾦を払う時代に慣れさせ

られている。⾼コストになっている印象 

 →⽔飲み場から給⽔スポットなどに変わり始めている 

・ワイン造りなども始まっているので、公共施設でも組めたら良い 

・⿇⽣区は、個⼈の農家がやっている無⼈直売所が結構あるので、遠くまで⾏かなくても野菜が変える。ワ
インの⽣産も始まっている 

・第 4回に参加して⾯⽩かったのが、「名称を変える」というアイデア。そろそろ横⽂字の名前に変えても
良いと思った 

・⿇⽣区役所柿⽣分庁舎は、⼦育て世代が⾏きやすいように、ロビーにちゃぶ台を置いて 

 →柿⽣駅に親⼦で⾏ける場所がないのであると良いと思った 

・⽩⼭の⽼⼈いこいの家は知られておらず、以前はお⾵呂施設があったが諸事情で使っていないと聞いた。
⽇本⼈はお⾵呂が好きなのでスパのような形にしてどの世代も楽しめるようにしたら良い 

・埼⽟県のデイサービスでは、⿇雀など、若者のするゲームなどがあり、カジノ的にマッサージ券がもらえ
る仕組みがあると聞いた。従来型の囲碁将棋だけでなく、みんなが使えるゲームがあるとよいと思った 

○公共施設の可能性・ポテンシャルをどのように感じたか、どのあたりに感じましたか？ 
・⽬的と場所が⼀緒であることが多いが、動きの中の通過点として公共施設の利⽤を考え、点で考えるので

は無くて繋いで考える可能性が⾒えた 
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・少しでも良いので、利⽤費を負担してもらうことで維持費の負担をしてもらっても良い 

・回遊する際に⽴ち寄るポイントの⼀つとして考えるという視点もある 

・回遊は、学校と⼀緒に考えると良いと思う。例えば、芸術学科の作品を公共施設に展⽰してもらって回遊
の機会にしても良いと思う 

・今までは公共施設を深く考えていなかったが、施設をいくらつくっても維持運営が重要出あることが分か
った。施設の周りの⼈に協⼒してもらって、ソフトのこと（使い⽅）を⼗分に考えないといけない。年代
が変わってきたり、住まう⼈が変わってきたりするので、対象やできることは絞り込みすぎた内容にはし
ない⽅が良いと思った 


